
大 阪 農 業 時 報（3）

穫
不
能
な
ど
、
様
々
な
リ
ス
ク
に
対

応
で
き
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、
加
入

者
の
約
３
割
が
保
険
金
等
を
受
取
っ

て
お
り
、
安
定
し
た
農
業
経
営
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

掛
金
負
担
が
大
き
い
と
い
う
農
業

者
に
は
、
補
償
の
下
限
設
定
や
支
払

率
を
下
げ
る
な
ど
、
保
険
料
を
抑
え

る
プ
ラ
ン
の
他
、
積
立
金
を
伴
わ
ず

初
年
度
の
掛
金
等
支
出
を
抑
え
る
タ

イ
プ
も
で
き
ま
し
た
。
詳
し
く
は
農

業
共
済
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎�

令
和
９
年
契
約
の
お
申
込
み
期
間

は
令
和
８
年
12
月
末
ま
で
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
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等
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相
談
し
て
も

ら
い
た
い
。

①�

相
談
対
応
者
：
橋
本
將
詞
社
会
保

険
労
務
士
事
務
所　

特
定
社
会
保

険
労
務
士　

橋
本　

將
詞　

氏

②
電
話
：

　

０
７
５
―
５
７
４
―
７
２
０
０

③
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

　

sr.hasim
oto.@

gm
ail.com

④�

開
設
日
時
：
月
～
金（
祝
日
を
除

く
）　

10
：
00
～
16
：
00

⑤
開
設
期
間
：
令
和
８
年
９
月
～

　

令
和
９
年
３
月
31
日
（
予
定
）

⑥�

対
象
者
：
大
阪
府
内
在
住
の
農
業

経
営
者
、
大
阪
府
内
農
業
関
係
機

関
・
団
体
関
係
者
等

⑦�

そ
の
他
：
労
働
基
準
監
督
署
へ
の

書
類
提
出
な
ど
加
入
手
続
き
の
実

務
や
年
度
更
新
等
の
加
入
後
の
継

続
的
な
事
務
等
の
相
談
や
業
務
依

頼
は
別
途
有
料
。�

（
藤
岡
）

第 ８９０ 号

　

農
業
経
営
収
入
保
険
は
、
農
業
者

自
ら
が
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売
収

入
全
体
を
補
償
す
る
保
険
で
、
青
色

申
告
を
行
う
農
業
者
で
あ
れ
ば
加
入

で
き
ま
す
。
公
的
な
保
険
制
度
で
あ

り
、
掛
金
に
は
手
厚
い
国
庫
補
助
が

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
異
常
気
象
と
も
言
え
る
自

然
災
害
が
各
地
で
起
こ
り
、
特
に
、

こ
こ
数
年
猛
暑
に
よ
る
作
物
の
高
温

障
害
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
リ
ス

ク
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

災
害
リ
ス
ク
へ
の
備

え
の
一
つ
と
し
て
、
収
入
保
険
の
加

入
者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
全
国

で
は
10
万
件
を
突
破
し
、
青
色
申
告

を
行
う
農
業
者
の
４
人
に
１
人
以
上

が
加
入
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
大

阪
府
に
お
い
て
も
令
和
８
年
契
約
で

は
３
８
０
経
営
体
の
ご
加
入
を
い
た

だ
き
、
年
々
加
入
者
は
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
米

価
の
下
落
や
ケ
ガ
・
病
気
に
よ
る
収

農
業
経
営
収
入
保
険
へ
の
加
入
を

労
災
制
度
の
相
談
窓
口
を
設
置

2026年（令和８年）11月1日

　

農
業
会
議
は
10
月
19
日
、
大
阪
市

中
央
区
の
Ｏ
Ｍ
Ｍ
展
示
ホ
ー
ル
で
法

改
正
に
よ
り
農
業
者
も
労
災
の
強
制

適
用
と
な
る
こ
と
か
ら
「
農
業
者
の

　

法
改
正
に
よ
り
農
業
で
の
労
災
保

険
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
農
業
会
議
で
は
、
農
業
経
営
者

て
は
「
ゆ
い
・
手
間
替
え
」
な
ど
労

力
の
相
互
融
通
や
農
繁
期
に
の
み
労

働
者
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
労

働
の
実
態
把
握
が
困
難
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
労
災
保
険
は
昭
和
44
年
か

ら
暫
定
任
意
適
用
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
今
回
の
法
改
正
で
、
令
和
13
年

を
目
途
に
強
制
適
用
と
な
る
こ
と
の

経
過
を
説
明
。

　

さ
ら
に
、
新
規
に
労
災
加
入
す
る

場
合
の
手
続
き
と
「
労
災
の
適
用
に

は
制
度
に
加
入
す
る
だ
け
で
な
く
、

た
め
の
労
災
保
険
説

明
会
」
を
開
催
。
Ｗ

Ｅ
Ｂ
参
加
を
含
め
農

業
者
、
行
政
、
Ｊ
Ａ

な
ど
25
名
が
参
加
。

　

説
明
会
で
は
、
特

定
社
会
保
険
労
務
士

の
橋
本
將
詞
氏
が
農

業
は
他
産
業
に
比
べ

て
就
業
者
当
た
り
の

労
働
災
害
が
多
い
こ

と
、
あ
い
ま
い
な
労

働
時
間
管
理
な
ど
の

労
務
管
理
上
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
や
、

今
後
、
安
定
的
に
労
働
力
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
に
お
い

が
制
度
を
正
し
く
理
解

し
、
円
滑
に
加
入
手
続

き
や
労
働
保
険
事
務
等

を
行
う
た
め
の
相
談
窓
口（
無
料
）を

設
置
し
た
。

　

制
度
や
加
入
に
際
し
て
の
疑
問
点

事
業
主
と
し
て
労
働
者
の
労
働
時
間

や
仕
事
の
内
容
な
ど
を
、
管
理
す
る

と
と
も
に
、
安
全
配
慮
義
務
な
ど
の

労
務
管
理
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
が

労
働
者
の
安
全
・
安
心
・
保
障
を
担

保
す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
農
業
経
営

に
お
け
る
『
人
的
・
労
働
安
全
リ
ス

ク
』へ
の
対
応
に
も
つ
な
が
る
」と
強

調
し
た
。

　

そ
の
後
の
相
談
会
で
は
、
参
加
し

た
農
業
経
営
者
か
ら
①
加
入
方
法
②

作
業
日
誌
の
必
要
性
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
対
応
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
①
管
轄
の
労
働
基
準

監
督
署
に
労
働
者
を
採
用
す
る
の
で

労
災
保
険
に
加
入
し
た
い
と
相
談
す

る
②
労
災
を
適
用
す
る
た
め
に
は
事

業
主
の
指
揮
命
令
等
が
必
要
と
な
り
、

そ
の
証
拠
と
し
て
作
業
日
誌
が
必
要

で
あ
る
③
賃
金
を
支
払
わ
な
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
労
災
の
対
象
と
な
ら
な

い
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
等
を
活

用
す
る
、
な
ど
と
詳
細
な
説
明
が

あ
っ
た
。�

（
藤
岡
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法改正を受けた労災への加入
� 制度の概要と対応

労務管理・労災保険について分かりやすく説明


